
 

 

 

 

 

 

指定地域密着型通所介護重要事項説明書 
 

  

 

１ 事業者（法人）の概要 

事業者（法人）の名称 株式会社 ミルト 

代 表 者 役 職 ・ 氏 名 代表取締役 鈴木 三代 

本社所在地 

電話番号 

静岡県 富士市 鈴川中町 ４番２７号 

０５４５－３２－２０６８ 

法 人 設 立 年 月 日 平成１９年９月４日 

 

 

２ サービスを提供する事業所の概要 

（１）事業所の名称等 

名 称 ミルトデイサービスセンター 

事 業 所 番 号 指定地域密着型通所介護 

（指定事業所番号 ２２７２３０１４４７  ） 

所 在 地 〒４１７－００１３ 静岡県富士市鈴川中町４番２７号    

電 話 番 号 ０５４５－３２－２０６８ 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号 ０５４５－３２－２０６９ 

通常の事業の実施地域 富士市 

 

（２）事業所の窓口の営業日及び営業時間 

営 業 日 月曜日から金曜日まで 

（１２月３０日から１月３日までを除く。） 

営 業 時 間 午前８時３０分から午後５時３０分まで 

サ ー ビ ス 提 供 時 間 午前９時１５分から 午後４時３０分まで 

 

（３）事業所の勤務体制 

職 種 業務内容 勤務形態・人数 

管理者 ・従業者と業務の管理を行います。 

・従業者に法令等の規定を遵守させるため必要な指揮

常勤兼務 １人 



 

命令を行います。 

生活相談員 利用申し込みにかかる調整、通所介護計画の作成、生

活相談及び介護その他必要な業務の提供を行います。 

常勤専従 1人 

常勤兼務 1人 

介護職員 必要な日常生活の介助及び援助を行います。 常勤専従 1人 

非常勤専従1人以上 

看護職員 利用者の健康管理、相談・助言を行う。 営業日毎１人 

機能訓練 

指導員 

日常生活を営むのに必要な機能の減退を防止するための

機能訓練を行います。 

非常勤専従１人以上 

 

 

３ サービス内容 

・食事の提供  

・入浴（一般浴）  

・日常生活の世話  

・日常生活動作の機能訓練 ・・・ 日常生活、レクレーションを通じた訓練 

・送迎  

 ・生活相談  

 

 

４ サービスの提供に当たって 

（１）利用者毎に、居宅サービス計画（ケアプラン）に基づき具体的なサービス内容等を記載した

「地域密着型通所介護計画」を作成し、内容の説明を行い同意を得た上で交付いたします。 

（２）サービス提供は地域密着型通所介護計画に基づいて行い、利用者の心身の状況や意向などの

変化により、必要に応じて変更することが出来ます。 

 

 

５ 利用料、その他の費用の額 

（１）地域密着型通所介護の利用料 

  サービス利用料金は、介護保険法令に定める介護給付費に準拠した金額となり、その明細は月

毎の利用表にて確認いただけます。 

   

地域密着型通所介護基本利用料金（日額）      

  

 富士市は地域区分が７級地のため利用単位に１０，１４をかけた金額が利用料となります。 

3～4時間未満 4～5時間未満 ５～6時間未満  6～７時間未満  7～8時間未満     

要介護１   416単位   436単位     657単位    678単位     753単位 

要介護２   478単位   501単位     776単位    801単位     890単位 

要介護３   540単位   566単位     896単位    925単位     1032単位 

要介護４   600単位   629単位     1013単位    1049単位     1172単位 

要介護５   663単位   695単位     1134単位   1172単位       1312単位 



 

 

利用者負担額は、利用料のうち各利用者の負担割合に応じた額です。ただし、介護保険の給付の

範囲を超えたサービス利用は全額負担となります。 

 

・ 加算 

  サービス提供体制強化加算（Ⅱ） １８単位/回 

 入浴介助加算 １        ４０単位/回 

 入浴介助加算 Ⅱ        ５５単位/回 

  介護職員等処遇改善加算Ⅰ    １月の総単位数の9.2％       

   

 

（２）その他の費用 

送 迎 費 通常の事業所の実施地域にお住まいの方は無料です。 

それ以外の地域にお住まいの方は、送迎に要する費用の実費をご負担

していただきます。 

 

食事代 

（おやつ代含む） 

１日につき 800円 

お む つ 代 １枚につき 100円 

日 常 生 活 費 利用者の希望により提供する日常生活上必要な費用として、実費をご

負担していだきます。 

 

（３）キャンセル料（介護予防を除く） 

利用予定日の直前にキャンセルをした場合は、キャンセル料をいただきます。 

ただし、利用者の容態の急変や急な入院等、緊急やむを得ない事情がある場合は請求しませ

ん。なお、サービスの利用を中止する場合には、至急、御連絡ください。 

 

  利用日の前日までの連絡があった場合  無料 

  利用日の当日に連絡があった場合  無料 

  連絡がなかった場合  当該基本料金の50％の額 

 

 

６ 利用者負担額、その他の費用の請求及び支払方法 

（１）請求方法  

  ① 利用者負担額、その他の費用は利用月ごとの合計金額により請求します。 

  ② 請求書は、利用月の翌々月15日までに利用者あてにお届けします。 

（２）支払い方法等 

  ① 請求月の27日までに、下記の方法でお支払いください。 

   ・利用者が指定する口座からの自動振替 

  ② お支払いを確認しましたら、領収証をお渡ししますので、必ず保管してください（医療費

控除の還付請求の際に必要となることがあります。） 

 



 

 

７ 秘密の保持 

（１）従業者に業務上知り得た利用者又はその家族の秘密を保持させるため、従業者である期間及

び従業者でなくなった場合においても、その秘密を保持すべき旨を、従業者との雇用契約の内

容とします。 

（２）利用者からあらかじめ文書で同意を得ない限り、サービス担当者会議等で利用者の個人情報

を用いません。また利用者の家族の個人情報についても、あらかじめ文書で同意を得ない限り、

サービス担当者会議等で利用者の家族の個人情報を用いません。 

（３）利用者又はその家族の個人情報について、「個人情報の保護に関する法律」及び厚生労働省

が策定した「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのためのガイダンス」を

遵守し、適切な取扱いに努めます。 

 

 

８ 身体拘束、虐待の防止 

 利用者の人権の擁護・虐待の防止・身体拘束廃止等のための研修を実施するとともに、苦情処

理体制の整備を行う他、虐待防止・身体拘束廃止のために必要な措置を実施します。 

（１）研修を通して職員の人権意識の向上、相談できる体制・機会をつくります。 

（２）利用者に対し身体拘束や行動を制限する行為は行いません。但し、利用者の生命または身体

に危険がある場合等緊急やむを得ない場合は家族等へその内容・目的・理由・期間等詳細に説

明し、同意を得た上で行い、心身の状態等を観察し、記録します。 

（３）その他の虐待防止のために必要な措置（委員会の開催、指針整備等）をとります。 

２ サービス提供中に虐待を受けたと思われる利用者を発見した場合は、速やかに市町村に通報し

ます。 

 

 

９ 衛生管理 

  感染症の予防及びまん延を防止するため、次の措置を講じます。 

 （１）感染症の予防及びまん延防止のための従業者に対する研修及び訓練の実施をします。 

 （２）その他の感染症の予防及びまん延防止のために必要な措置（委員会の開催、指針整備等） 

 

 

１０ 業務継続計画の策定等 

 感染症や非常災害の発生時において、業務を継続的に実施、再開するための計画を策定し必要な

研修及び訓練を定期的に開催します。 

 

 

１１ ハラスメント 

 ハラスメント対策に関する事業者の責務を踏まえつつ次の措置を講じるものとします。 

 （１）従業者に対するハラスメント指針の周知啓発。 

 （２）従業者からの相談に応じ、適切に対応するための体制の整備。 

 （３）その他ハラスメント防止のための体制の整備。 

 

 



 

１２ 地域との連携 

（１）地域に開かれたサービスを行い、サービスの質の確保を図る事を目的として運営推進会議を

設置します。 

（２）運営推進会議の構成員は利用者、利用者の家族、地域住民の代表者、地域包括支援センター

の職員又は市町村の職員、地域密着型通所介護について知見を有する者とし、おおむね６カ月

に１回以上開催します。 

（３）運営推進会議において活動状況を報告し、評価を受けるとともに、必要な要望、助言等を聴

き、その記録を作成するとともに、公表します。 

 

 

１３ 緊急時の対応方法 

  サービスの提供中に、利用者の病状の急変が生じた場合、その他必要があった場合は、速やか

に主治の医師への連絡を行う等の必要な措置を講じるとともに、家族、介護支援専門員等へ連絡

をいたします。 

 

主治の医師 医療機関の名称  

氏 名  

所 在 地  

電 話 番 号  

緊急連絡先 

（家族等） 

氏 名  

電 話 番 号  

 

 

１４ 事故発生時の対応 

サービス提供により事故が発生した場合は、市町村、利用者の家族、居宅介護支援事業者等

に連絡するとともに、必要な措置を講じます。 

  また、サービスの提供により、賠償すべき事故が発生した場合は、速やかに損害賠償いたしま

す。 

  なお、事業者は下記の損害賠償保険に加入しています。 

 

保険会社名  東京海上日動火災保険株式会社 

 

保険名    介護事業者賠償責任補償保険 

 

 

１５ 非常災害対策 

（１）事業所に災害対策に関する担当者（防火責任者）をおき、非常災害対策に関する取り組みを

行います。 

    防火責任者 ： 管理者 鈴木 修 

（２）非常災害対策に関する具体的計画を立て、非常災害時の関係機関への通報、連携体制を整備

し、定期的に職員に周知します。 

（３）定期的に避難、救助その他必要な訓練を行います。 



 

 

 

１６ 第3者評価の実施状況 ： 実施していない。 

 

 

１７ サービス提供に関する相談、苦情 

（１）苦情処理の体制及び手順 

  ア サービス提供に関する相談及び苦情を受けるための窓口を設置します。 

   

イ 相談及び苦情に円滑かつ適切に対応するための体制及び手順は以下のとおりです。 

   ①苦情の受付  ②苦情内容の確認  ③検討会の開催（原因究明、対応策の協議） 

   ④改善の実施  ⑤再発防止及び改善の措置  ⑥苦情申立者に対する報告 

   ⑦解決困難時の関係機関への相談、報告  

    

（２）苦情相談窓口 

 

担  当 

電話番号 

受付時間 

受 付 日 

生活相談員  榊原 恵美 

０５４５－３２－２０６８  

午前 ８時30分から午後 ５時30分まで 

月曜日から金曜日まで 

（１２月３０日から１月３日までを除く。） 

  

市町村及び国民健康保険団体連合会の苦情相談窓口等に苦情を伝えることができます。 

   

   富士市介護保険課          ０５４５－５５－２７６７ 

   富士市福祉総務課福祉指導室     ０５４５－５５－２８６３ 

静岡県国民健康保険団体連合会    ０５４－２５３－５５８０ 

 

 

 

１８ サービスの利用に当たっての留意事項 

   サービスのご利用に当たってご留意いただきたいことは、以下のとおりです。 

（１）体調や容体の急変などによりサービスを利用できなくなったときは、できる限り早めに担当

の居宅介護支援事業者（介護予防支援事業者）又は当事業所の担当者へご連絡ください。 

（２）主治の医師から指示事項がある場合は申し出てください。 

（３）気分が悪くなった時は速やかに申し出てください。 

（４）体調不良等によってサービス利用の継続が困難となった場合には、サービス内容や対応につ

いてご相談させていただきます。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           令和  年  月  日 

 

 指定地域密着型通所介護の提供開始に当たり、利用者に対して、重要な事項を説明しました。 

 

 

事業者 

 所 在 地 静岡県 富士市 鈴川中町4番27号 

 法 人 名  株式会社 ミルト 

 代表者名 代表取締役 鈴木 三代 

 

 

説明者 

 事業所名  ミルトデイサービスセンター 

 氏  名   榊原 恵美  印 

  

 

                    

 

 

 私は、事業者から重要な事項の説明を受け、サービスの提供開始について同意しました。 

 

利用者  住所 

     氏名            印 

 

 （代理人） 住所 

      氏名            印 

 

 

 

 


